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教育・学習において，Web上のコンテンツを利活用することが一般的なものとなってきている．
H5Pは，Web上にインタラクティブコンテンツの配置を可能とするコンテンツフレームワークで
あり，教育・学習用のWebサイトを構築する際に利用することで，より学習者の学習動機や理解
しやすさを向上させられると考えている．しかしH5Pのコンテンツ制作時のユーザーインターフェ
イスはまだ十分に多言語化されておらず，オープンソースコミュニティにより翻訳がすすめられて
いる．本稿では，筆者が日本語翻訳を進める中で得られた課題点とその対応について述べる．また，
日本の教育現場での普及には，日本語での情報提供やコンテンツ制作，あるいは機能追加に関する
情報交換が必要と考え，コミュニティサイトを構築した．
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1. はじめに
近年，教育・学習においてWeb上のコンテンツを

利活用することが一般的なものとなってきている．ま
た，それらのコンテンツは文章や画像を静的に配置す
るだけのものから，動画を用いたりブラウザ上でスク
リプト言語を用いたりするなどし，双方向的（インタ
ラクティブ）な処理を可能にするものにいたる幅広い
形態のものが充実してきている．インタラクティブな
コンテンツを利用することで，学習時におけるクイズ
的・ゲーム的要素なども加えることが可能になり，学
習者の学習意欲や理解定着の向上につながるものと考
えられる．
しかしインタラクティブなコンテンツを制作する

には，別途オーサリング用ソフトウェアが必要であっ
たり，プログラミング知識が必要になるなど，教育現
場の教師らにとっては容易な作業ではない．地域性や
独創性のある学習コンテンツの学習者への提供を計画

しても実現できないこととなる．

2. コンテンツフレームワーク H5P
このような状況の中，コンテンツフレームワークで

ある H5Pが開発されオープンソースコミュニティに
て開発が継続されている．H5Pの特徴として以下の
項目が挙げられる．（1）

　・ インタラクティブなコンテンツをWebの標準的
なマークアップ言語である HTML5で提供するこ
とが可能．

　・ そのため HTML5で記述されたWebページを閲
覧可能な PCのみならず，スマートフォン・タブ
レット等の端末でもコンテンツを利用できる．

　・ H5Pは，後述するコンテンツマネージメント
（CMS）や学習管理システム（LMS）においてラ
イブラリを提供するフレームワークとして機能す
る．
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　・ コンテンツの制作においては，他のソフトウェア
を別途用意することなく，ブラウザ上にて CMS

や LMSにアクセスし文字・画像・動画等の構成
を指定することで行える．

　・ コンテンツは独自形式のアーカイブファイルとし
て扱われ，異なる CMS・LMS間で再利用が可能
である．また，コンテンツの著作権については著
者がメタデータとして明示できる．

　・ オープンソースプロジェクトの形態で開発がすす
められており，MITライセンスや GPLライセン
スに従う形で自由に利用や改変が可能となってい
る．

　・ xAPIにより，コンテンツ利用の行動履歴を
キャプチャすることが可能となっており，LRS

（Learning Record Store）システムと組み合わせ
ることで，分析へとつなげることが可能となって
いる．

H5Pは，2013年よりプロジェクトがスタートし，
その後オープンソースでの開発が本格化した．それか
ら約 4年以上が経過した本稿執筆時では，利用者も
急増し 9000余りのサイトで利用されている．
インタラクティブコンテンツは機能によって様々

なタイプに分類されるが，本稿執筆時には 37種のコ
ンテンツタイプが存在している．
　図１に示すようなアイコンで表現されるこれらのコ
ンテンツタイプに対し，それぞれコンテンツ編集画面
が用意されている．次の例は，比較的シンプルなコン
テンツタイプである，アコーディオン（文字見出し・
タイトルをクリックすることで詳細な解説等を表示さ
せることが可能）でのコンテンツ編集画面と完成コン
テンツの例である（図 2および図 3）．

3.CMS と LMS 用の H5P プラグイン
　 コ ン テ ン ツ 管 理 シ ス テ ム（CMS: Contents 

Management System）は，Webコンテンツを構成す
るテキストや画像などのデジタルコンテンツを統合・
体系的に管理し，配信など必要な処理を行うシステム
である．本来Webページ上のテキストはHTMLファ

図 1：H5Pコンテンツタイプ 図 2：コンテンツ編集画面例（アコーディオン）



－ 41－

コンテンツフレームワークH5Pの日本語翻訳とコミュニティサイトの構築

イル上に記載し，それらをサーバー上に随時アップ
ロードする必要があるが，CMSを導入することで，
部分的に加筆修正が可能になったり，公開日時や修正
日時の管理を行えたりする．また，コンテンツ間のリ
ンク関係をWeb上で動的に行える．
　様々な CMSが存在するが，オープンソースとして
提供され利用者が多いシステムとして，WordPress（2）

や Drupal（3）などがある．これらは時系列に配置され
るブログ記事のみならず，ページ単位での管理も可能
となっている．また様々な機能がモジュール形式で追
加可能となっている．
　 学 習 管 理 シ ス テ ム LMS（LMS: Learning 

Management System）は，学習コース単位でのコン
テンツ管理を提供するものであり，CMSと類似する
面があるが，学習者へ小テストや課題といった学習活
動やその評価機能を提供する面が特徴といえる．
　代表的なオープンソースの LMS としては，
Moodle（4）がある．Moodleもモジュール形式により，
コースの形式や小テストのタイプ，ユーザーの認証方
法，課題提出方法などをはじめとして，様々な機能が
追加可能となっている．
　H5Pでは，WordPress,Drupal,Moodle用のプラグ
インが提供されており，JavaScriptクラスファイルで
構成されるコンテンツフレームワークライブラリと，
各 CMS・LMSとの接続を可能にしている．Moodle

では学習活動モジュールのひとつとしてインストール
が可能で，教師はブラウザ上で H5Pの様々なインタ
ラクティブコンテンツを作成し，学習者に提供できる．

4. ユーザーインターフェイス文字列の日本語翻訳
H5Pに関連する様々なユーザーインターフェイス

文字列は，既定では英語による文字列となっている．
日本国内での普及を考える場合に，それらの文字列の
日本語翻訳を充実させる必要があると思われる．H5P

はこれまでに述べたように，CMSや LMS等のプラ
グインを経由して，各種コンテンツタイプと接続され
ることになるため，翻訳においても，プラグインの翻
訳とコンテンツタイプの翻訳の両方を別々に対応する
こととなる．WordPressや Drupal，Moodleのいずれ
も，その本体や既存のプラグイン等について，有志に
よって多言語に翻訳されており，H5Pのためのプラ
グインもそれらに準じる方法によって翻訳することと
した．

4.1　WordPress プラグインの日本語翻訳
WordPressプラグインは，そのソースコード内から

抽出される文字列部分のリストをもとに，翻訳リソー
スファイルとして，PO（Portable Object）ファイル
を作成する．この POファイルの原文に対し，日本語
の対訳を作成していき，最終的にはバイナリ形式の
MO（Machine Object）ファイルを生成する．
図 4は，PO編集用のソフトウェア poEdit（5）により，

対訳を作成している画面例である．

図 4：poEditによるWordPressプラグインの翻訳

　開発チームが GitHub（6）で提供する POファイルを
対象に全 257件の文字列を翻訳した．翻訳に際して
は，WordPress 日本語版作成チームがまとめた日本語
翻訳スタイルガイドの，スペースや句読点や全角・半
角文字などの表記方法，漢字・カタカナなどの用字用

図 3：コンテンツ例（アコーディオン）
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語の使い方などに従うこととした．翻訳後は生成され
るMOファイルと併せて提供した．
　図 5は，WordPressにおける H5Pプラグインの（部
分的に翻訳後の）設定画面である．

図 5：WordPressプラグインの設定画面

4.2　Moodle プラグインの日本語翻訳
　Moodleプラグイン（翻訳時 H5Pバージョン 1.2, 

Moodle バージョン 3.1）は，AMOS（Automated 

Manipulation Of Strings）サイト（7）にて 256 件の
翻訳を行い ja言語パック保守者の承認を得た．なお
WordPressの翻訳スタイルガイドと異なる点がある

が，Moodleの ja言語パックに準じる翻訳を行ってい
る．
　図 6はMoodleプラグインの（翻訳後の）設定画面
例である．

4.3　コンテンツタイプの日本語翻訳
　H5Pの各コンテンツタイプにおけるインターフェ
イス文字列は JSON形式のファイルを GitHub上で共
有しており，英語文字列を収めた en.jsonをベースに，
様々な言語への翻訳が行われる．日本語は ja.json に
記載することとなる．しかし可読性の悪い JSON形
式のファイルを直接テキストエディタで編集する作業
は入力ミスを誘発し，対訳の管理も効率が悪い．また
複数の翻訳者がいる場合の訳案の採択決定が難しい面
があるため，ローカリゼーション管理プラットフォー
ムである crowdin（8）を用いるワークフローとなって
いる．

図 7：crowdinにおけるコンテンツタイプの翻訳

　図 7は，crowdinにおける各 H5Pコンテンツタイ
プの翻訳対象となるファイルを選択する画面である．
本稿執筆時には 51ファイルが提示されているが，こ
れらは H5Pの改訂などにより随時追加・変更されて
いく．続いて，図 8は，対象として指定したコンテン
ツタイプに対し，どの言語への翻訳を行うかを指定す
るものである．そして図 9のように，各ユーザーイ
ンターフェイス文字列の対訳を指定する画面となる．図 6：Moodleプラグインの設定画面
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　これらの翻訳は，H5Pの改訂時に保守者により承
認されコンテンツタイプを指定してコンテンツを作成
する際の画面に反映されることとなる．図 10はその
例である．
本稿執筆時には 24ファイル 5853件の文字列につ

いて翻訳を実施している．

5. 日本語 H5P コミュニティサイトの構築
　H5Pの有用性を示すためには，日本語ドキュメン
トの充実のみならず，動作するコンテンツタイプの日
本語での実例を示すことが求められる．現在 H5Pサ

イトでは動画等を含む英語版による実例は存在する
が，日本語ユーザーを対象として適したものをないの
で，それらを充実させる．
また，H5Pサイトはユーザー自身のコンテンツを

作成し，他のWebページで埋め込んで利用できるコ
ンテンツハブとしての機能も有している．しかし現時
点ではサイトの多言語化はなされておらず，コンテン
ツ作成のためのエディタのメニュー文字列等も英語と
なる．

 

図 11：H5P日本語コミュニティサイト

　これらのことから，日本語を用いるユーザーを中心
とした H5Pコミュニティサイト（9）を独自に構築する

図 8：コンテンツタイプの翻訳対象言語指定

図 9：コンテンツタイプの文字列翻訳

図 10：翻訳後のコンテンツタイプの作成例
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図 13：関連ドキュメントの翻訳

こととした．Moodleを用い，基本的な解説およびコ
ンテンツタイプの紹介，質問・ディスカッション用の
フォーラムを設置した．また，登録ユーザーがコース
内のアクティビティとして H5Pコンテンツの動作確
認を行えるようにした．将来的にはユーザー自身がコ
ンテンツを作成でき，またそれらを公開・共有できる
ようにする．そのようなコンテンツとして，小中学
校等の教科において利用できるような汎用的なもの，
ICTに関連する用語や基本的な操作を説明するような
もの，語学に関連した解説やクイズなどを想定してい
る．

6. まとめと課題
本稿では，PCやスマートフォンでアクセス可能な

インタラクティブコンテンツを提供するコンテンツフ
レームワーク H5Pについて，そのユーザーインター
フェイス文字列の日本語翻訳について述べた．また，
日本語でのインストール方法や各コンテンツタイプの
紹介などをユーザーに提供するために構築した日本語
コミュニティサイトについて述べた．
翻訳における課題点として，各 CMS・LMSでの

プラットフォーム間での対訳の揺らぎをどのように抑
制するかが挙げられる．例えば，“user” を “ ユーザ ”
とするのか“ユーザー”とするのか，“score”を “評点”
とするのか “得点 ”とするのか，といった文字列毎の

採択について決定する必要がある．プラグインの翻訳
ではそれぞれのプラットフォームの基準に従い，コン
テンツタイプについてはWordPressの翻訳スタイル
ガイドに従っている．そのためMoodle内では日本語
言語パックと異なる訳が発生することになる．また現
時点で筆者のみが日本語翻訳者となっているため，査
読・監訳が十分に行えていない．今後翻訳の改訂を継
続していくなかで，どのように量と質の両面で改善し
ていくかを検討する必要がある．
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図 12：コンテンツ例の提示


